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第 5回「人生の目的は【品性を完成するに在り】」 

 

 

コロナショックの日々である。 そんな中、 『がん治療情報』（Vol 4 2020年）

が送られてきた（下記）。 私の読書遍歴は、「内村鑑三・新渡戸稲造・南原繁・

矢内原忠雄」である。 内村鑑三(1861-1930)は「成功の秘訣」10箇条の中で、

人生の目的は「品性を完成するに在り」と言っている。  

内村鑑三は、また、誰もが 後世に残すことができる最大の遺物は「勇ましい高

尚な生涯」であるとも述べている。「人生は短し、真理は長し」（内村鑑三）

の言葉が、現代社会に生きる「叡智」として身にしみる今日、この頃である。

「古いものには、まだ再活用される要素が あるのである」（内村鑑三）の教訓

が今に生きる。「ビジョン」は人知・思いを超えて 進展することを 痛感する

日々である。「自分の命より 大切なものがある」は、「役割意識 ＆ 使命感」

の自覚へと導く。「がん哲学外来」の基本理念は、「苦難は忍耐を、忍耐は練

達を、練達は希望を生む」である。「愛は 近きより(Charity begins at home)」

である。 まさに、「良きサマリア人のたとえ」(ルカの福音書10章25〜37節)で

もある。 

 

 

 

  



 


